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I はじめに]
新世代の人工呼吸器は高度な仕様や機能が備

わっている。しかし機種により操作方法、使用

する用語や表記の違いなど使用者の立場からみ

ると複雑化してきている。

そこで人工呼吸器のユーザーインターフェイス

に関して評価を行った。

[方法]

新世代機種を 4機種使用(Servoi(V.1.2)，New 

Port e500(WWR2.1) Evita XL(SW5.1) Puritan 

Benn巴tt840(Ver.H))し、被験者に対し4機種の

/11ft!与をランダムに:切付け、それぞれの機種に 9

つのn果題 (起動 l、I没定変更4、アラーム設定 l、

アラ ム付Iしl、記録l、|口|路組虫て 1)を朋い、

操作性を符観的-弓:観的に評価した。被験者は

本研究にHJいた機積の使用経験がない医師24

名とし、客観的評価は課題完 fがミスなく可能

か否か、また課題が完了するまでの所要時間を

比較検討した。使いやすさの主観的評価は Vト

sual Analog Scaleを用い比較した。

[結果]

被験者の経験年数は平均2.0年。ミ スなく課

題を完了できた比率は、設定変更と人工呼吸器

の起動に関する課題で機種聞に差がみられた。

アラーム設定とその対応に関しては機種聞に差

はみられなかった。課題完了までの所要時間に

は機種により差が認められた。主観的な使いや

すさに関しでも機種聞に有意差が認められた。

[考察]

課題完了の差がみられた背景として用語や表

記の違い、設定変更時の確定ボタン操作の必要

の有無など機種による遠いがある点がみられた。

所要時間に差がみられた点では操作手順の違

い(ダイアル式やタ yチパネル式など)、電源や

各種ボタンの位置の違いなどが挙げられた。人

J:呼吸器装着症例に関する安全管理に対しては、

内的 (人材)要素としてスタッフ教育、チーム

i百ーがJや外的(環境)要素として施設内の幣備や職場

j室伏なとの取り組iみを各施設で実践している O

人仁什F吸出インターフニイスは環境聞の整備

の-っとして考えられ、各施設で実践している

安令への対応と合わせて収り組みが必要と考える。

[まとめ]

機種により課題完了や所要時間に有意差がみ

られた。この状況では誤操作や対応の遅れによ

る医療事故を引き起こす可能性があり対応が必

要と思われる。そのためインターフェイスの統

一化を図るなど人工呼吸器を安全に使用できる

ような基準を検討する必要があると考える。
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